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1 研究の背景・目的

2 課題

3 今後の研究開発計画

パナソニックグループでは「商品から商品へ」をコンセプトに、
 使い終わった家電から取り出した資源を活用する取組みを推進 

今後のより一層の資源活用を推進するにあたり、
家電由来以外の再生プラスチックを活用する取組みが必要

目  的
 新たなリサイクルモデル「容器包装 to 家電」の社会実装を目指す 

容器包装由来の再生プラスチックを家電にリサイクルするには、性能面や安定性の課題が多数

現状分析、基礎評価 改質処方開発と特性評価 製品適用評価

フィルム（軟質） 容器系（硬質）

【添加剤処方】 【品質評価】

改質処方、信頼性評価1 3
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原料調査・選定

再生プラスチック処方の初期設計

異物影響の低減施策
・異物の影響を抑制する再生処方の検討

【改質処方】 【成形部品評価】

【特性評価】

・デジタル活用した最適な改質処方を探索 　
 （マテリアルインフォマティックス）
・バージンプラや他の再生プラとの   
　最適な配合比率を探索

・加速劣化試験
・脆化・熱老化試験等

部品適用検証

環境効果の見える化
・再生樹脂使用量、CO2 削減量算出

品質検査

評価試験

処方ペレット

パナソニックでのプラスチック循環の取組み 資源循環の更なる拡大に向けて
国内で大量に消費されている容器包装
プラスチックを家電にリサイクル

下記の３点の評価・検証を通じて、「容器包装 to 家電」の社会実装に向けて課題解決に取り組みます

研究開発
計画

研究開発
内容

材料評価から製品適用評価までを段階的に実証することで、課題解決を図っていきます

出典：Panasonic サステナビリティデータブック2025
出典：プラスチック再資源化フロー図（一般社団法人 プラスチック循環利用協会）に追記 

物性・特性評価 改質処方の開発 家電製品への適用実証
材料組成、物性、
匂い成分、外観など

家電製品に
適用可能な
改質処方

家電製品部品における
成形性等の 
生産プロセス評価、
品質評価

容器包装由来再生樹脂の家電適応実証
～容器包装プラスチックを、家電へ～

異物
混入

多層
構造 着色 匂い

フェーズ１
（2025年度）

フェーズ 2
（2026年度）

フェーズ 3
（2027年度）

取組み 1 取組み 2 取組み 3

SIP第3期課題「サーキュラーエコノミーシステムの構築」

容器・包装等/コンテナ類
廃プラ総排出量の46.8%


